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浅原六朗文学記念館を訪れ「てるてる坊主」を歌うツアー客

童
謡
の
故
郷

信
州
に
旅
し
て

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た
観
光
業
の
需
要
が
回
復

傾
向
に
あ
る
中
、
信
州
を

″
童
謡
の
ふ
る
さ
と
″
と
し

て
旅
す
る
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。
日
本
唱
歌
童
謡
教

育
学
会

（松
本
市
笹
賀
）
の
協
力
の
下
、
県
外
旅
行
会

社
が
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
昨
年
初
実
施
し
た
と
こ
ろ
好
評

を
博
し
、
今
月
に
再
度
催
行
さ
れ
た
。
信
州
の
自
然
や

景
観
を
心
に
残
る
名
曲
を
育
ん
だ
土
地
と
し
て
訪
ね
る

こ
と

で
観
光
振
興
と
童
謡
普
及

の
両
面
が
期
待
さ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（有
賀
文
香
）

ト
ラ
ベ
ル
か
ら
学
会
に
相
談

を
持
ち
か
け
、
旅
程
を
組
ん

だ
。
中
信
地
方
で
は
絵
本
美

術
館
森
の
お
う
ち
や
安
曇
野

ち
ひ
ろ
美
術
館
で
童
謡
の
詩

や
挿
絵
に
も
触
れ
た
ほ
か
、

中
山
晋
平
や
高
野
辰
之
の
故

郷
の
中
野
市
を
訪
ね
、
地
元

の
小

学

生

と
歌

で
交

流

し

た
。
道
中
で
は
山
田
教
授
の

解
説
や
合
唱
も
あ
り
、
同
社

旅
行
営
業
部
の
寺
澤
欣
吾
ア

シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

「年
配
者
に
非
常
に
好
評
」

と
話
す
。

受
け
入
れ
側
も

「機
会
が

あ
れ
ば
今
後
も
積
極
的
に
協

力
し
た
い
」

（藤
澤
宣
治

・

浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
長
）

と
前
向
き
だ
。
山
田
教
授
は

「童
謡
唱
歌
に
接
す
る
機
会

が
減
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
魅
力
発
信
の
き

っ
か
け
づ

く
り
を
し
た
い
。
同
様
の
取

り
組
み
が
広
が
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。
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枚鸞鏑景鍮作者な減鰺鰺

今
月
１３
日
、
池
田
町
の
浅

原
六
朗
文
学
記
念
館
に
三
越

伊
勢
丹
ニ
ッ
コ
ウ
ト
ラ
ベ
ル

（本
社

上
塁
泉
都
）
の
ツ
ア

ー
客
１０
人
が
訪
れ
た
。
同
学

会
上
席
理
事
の
山
田
真
治

ｏ

松
本
短
期
大
学
教
授
を
案
内

役
に
、
県
内
各
地
の

″
童
謡

の
ふ
る
さ
と
″
を
２
泊
３
日

で
訪
ね
る
旅
。
同
館
で
は
童

謡

「
て
る
て
る
坊
主
」
を
作

詞
し
た
池
田
町
出
身
の
浅
原

六
朗
を
学
び
、
作
品
を
皆
で

歌

っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
参
加

し
た
名
古
屋
市
の
女
性
（７０
）

は

翌
日
懐
か
し
い
歌
を
情
景

と
共
に
味
わ
い
、
と

っ
て
も

堪
能
す
る
」
と
目
を
細
め
た
。

ツ
ア
ー
客
が
主
体
的
に
参

加
で
き
る
旅
を
と

ニ
ッ
コ
ウ
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